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江
戸
幕
府
御
用
の

　
市
立
博
物
館
の
７
月
の
休
館
日

は
１
日
、８
日
、
15
日
、
22
日
、
29
日

で
す
。

日
の
丸
の
旗

　
九
重
地
区
大
井
の
薬
師
堂
に
あ
る

高
梨
家
墓
地
に
「
元
禄
十
一
年
五
月

ご

よ

う

き

つ
だ
し

二
十
一
日
、
将
軍
御
用
木
津
出
の

節
、
日
の
丸
の
国
旗
・
証
書
頂
戴
致

し
、
代
々
重
宝
と
し
て
所
持
致
し
候

な
り
」
と
、
家
の
歴
史
を
刻
み
付
け

た
お
墓
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
文
章
は
大
正
年
間
に
書
か
れ

て
い
る
の
で
「
国
旗
」
と
い
う
近
代

的
な
表
現
が
つ
か
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
内
容
は
江
戸
時
代
に
高
梨
家
が

果
た
し
た
役
割
を
伝
え
て
い
る
も
の

で
す
。

　
元
禄
十
一
年
（
一
六
九
八
）
と
い

え
ば
、
将
軍
徳
川
綱
吉
の
も
と
で
、

元
禄
文
化
が
華
や
か
だ
っ
た
頃
で

す
。
綱
吉
は
土
木
・
建
築
事
業
を
好

ん
で
行
な
っ
た
将
軍
で
、
こ
の
年
に

こ
ん
ぽ
ん
ち
ゅ
う
ど
う

も
上
野
寛
永
寺
の
根
本
中
堂
が
竣
工

し
て
い
ま
す
。

　
大
井
の
高
梨
家
が
将
軍
家
の
御
用

で
使
う
材
木
（
御
用
木
）
を
集
め
、

船
で
積
み
出
し
て
い
る
の
も
（
津
出

し
）
、
そ
う
し
た
建
築
事
業
に
使
う

も
の
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
そ
の
と
き
高
梨
家
で
は
、
幕
府
か

ら
御
用
を
勤
め
る
目
印
と
し
て
、
船

ふ
な
じ
る
し

に
付
け
る
日
の
丸
の
旗
（
船
印
）
と

証
文
を
も
ら
い
、
大
切
に
保
存
し
て

き
た
と
い
う
わ
け
で
す
。

に
ち
も
ん

ひ
の
ま
る
も
ん

　
日
の
丸
は
、
日
紋
と
か
日
丸
紋
と

よ
ば
れ
る
紋
章
の
一
種
で
、
江
戸
時

代
に
は
お
も
に
、
幕
府
が
御
用
船
の

船
印
と
し
て
使
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
太
陽
を
か
た
ど
っ
た
紋
章

で
、
日
本
で
古
く
か
ら
太
陽
を
神
と

し
て
崇
拝
し
て
い
た
信
仰
の
象
徴
と

さ
れ
た
も
の
で
す
。
平
安
時
代
の
終

わ
り
頃
に
は
、
扇
に
日
の
丸
を
描
く

こ
と
が
武
士
に
好
ま
れ
る
よ
う
に
な

り
、
戦
国
時
代
に
な
る
と
、
武
田
信

ゆ
き
な
が

玄
や
上
杉
謙
信
・
小
西
行
長
・
加
藤

よ
し
あ
き

嘉
明
な
ど
の
戦
国
武
将
が
、
朱
色

の
丸
を
旗
じ
る
し
に
使
っ
て
い
ま
し

た
。
　
江
戸
幕
府
は
、
そ
れ
を
幕
府
御
用

を
つ
と
め
る
船
の
目
印
と
し
た
の
で

す
。
幕
末
に
外
国
船
が
来
航
す
る
よ

う
に
な
る
と
、
す
べ
て
の
日
本
船
の

目
印
と
し
て
白
地
に
日
の
丸
を
使
う

よ
う
に
な
り
、
国
旗
の
役
割
を
果
た

す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
正
式
に
国

旗
と
し
て
制
定
さ
れ
た
の
は
明
治
政

府
に
な
っ
て
か
ら
で
、
明
治
三
年
の

こ
と
で
す
。

　
大
正
時
代
の
人
が
日
の
丸
を
国
旗

と
表
現
し
た
の
は
当
然
な
の
で
す

が
、
じ
つ
は
江
戸
時
代
の
日
の
丸
は

船
の
目
印
だ
っ
た
わ
け
で
す
。

　
館
山
地
区
楠
見
に
あ
っ
た
有
田
屋

と
い
う
商
家
で
も
、
幕
末
頃
に
幕
府

の
年
貢
米
を
運
ぶ
廻
船
業
を
営
ん
で

ご
じ
ょ
う
ま
い

い
た
こ
と
か
ら
「
御
城
米
御
用
」
と

書
い
た
日
の
丸
の
船
印
を
、
今
に
伝

え
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
の
日
の
丸

は
、
海
上
輸
送
で
幕
府
の
御
用
を
勤

め
た
家
の
、
記
念
品
と
い
え
る
も
の

な
の
で
す
。

市民 市代表で操法大会に出場する市消防団幹部のみなさん

シ
リ
ー
ズ

「
次
の
動
作
や
気
を
つ
け
る
ポ
イ

ン
ト
を
頭
で
わ
か
っ
て
い
て
も
、

な
か
な
か
体
が
動
か
な
い
で
す

ね
。
訓
練
を
重
ね
て
、
体
で
覚
え

る
し
か
な
い
で
す
ね
。
み
ん
な
若

く
は
な
い
し
、
３
月
か
ら
週
４
回

の
訓
練
を
続
け
て
い
ま
す
か
ら
膝

と
か
足
に
も
こ
た
え
て
い
ま
す

が
、
こ
こ
ま
で
き
た
か
ら
に
は
、

最
後
ま
で
や
り
と
お
し
た
い
で

す
」
（
話
は
指
揮
者
を
務
め
る
加

藤
守
雄
副
団
長
）

　
操
法
は
、
ポ
ン
プ
車
両
を
使
い

実
際
に
放
水
し
て
、
２
つ
の
火
点

を
倒
す
ま
で
の
タ
イ
ム
を
競
う
実

践
式
の
演
技
で
、
要
員
１
人
ひ
と

り
の
動
作
の
機
敏
さ
、
操
作
の
正

確
性
、
安
全
性
な
ど
が
基
準
に

沿
っ
て
審
査
さ
れ
る
。
通
常
60
～

80
回
程
度
の
訓
練
を
要
し
、
要
員

や
担
当
分
団
の
負
担
も
大
き
い
こ

市
消
防
団
幹
部

Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｆ
Ｉ
Ｌ
Ｅ

と
か
ら
、
市
消
防
団
で

は
、
例
年
、
各
分
団
持
ち

回
り
で
実
施
し
、
市
代
表

と
し
て
大
会
に
臨
む
。
今

年
は
、
指
揮
命
令
系
統
を

高
め
る
た
め
、
副
団
長
を

指
揮
者
に
４
人
の
本
部
付

分
団
長
の
団
幹
部
が
市
代

表
と
し
て
、
３
月
か
ら
週

４
回
午
後
７
時
か
ら
豊
房

小
学
校
で
訓
練
を
続
け
て

い
る
。
５
人
の
平
均
年
齢

は
46
歳
。
け
っ
し
て
若
く

な
い
要
員
だ
が
、
今
月
22

日
鴨
川
市
で
行
わ
れ
る
大

会
で
、
上
位
入
賞
を
ね
ら

う
。
　
ま
た
、
消
防
団
で
は
、

女
性
の
団
員
も
募
集
し
て

い
る
。

▲先月12日、市民運動場での訓練

館山市北条1145-1

広報／たてやま

平成14年６月１日号

〒294-8601

電話 22－3111 (代表） FAX 23－3115

発行／館山市秘書広報課

No.628６/１

▲有田屋の船印

市
消
防
団
、幹
部
の
意
気
込
み

〝
最
後
ま
で
や
り
と
お
し
た
い
〟



２平成14年６月１日
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「
明
治
の
大
合
併
」
は
、
明
治
21

年
か
ら
22
年
に
行
わ
れ
、
全
国
約

７
万
１
千
市
町
村
が
、
１
万
５
千

に
な
り
、
約
５
分
の
１
に
減
り
ま

し
た
。

　
さ
ら
に
昭
和
28
年
の
町
村
合
併

促
進
法
を
受
け
、
31
年
ま
で
に
行

わ
れ
た
「
昭
和
の
大
合
併
」
で

は
、
新
制
中
学
校
１
校
を
管
理
し

て
い
く
た
め
に
必
要
と
さ
れ
た
人

口
８
千
人
以
上
を
目
標
に
合
併
が

行
わ
れ
、
市
町
村
数
は
さ
ら
に
３

分
の
１
に
減
り
ま
し
た
。
千
葉
県

　
今
と
は
時
代
や
考
え
方
が
違
い
ま
す
が
、

今
回
の
平
成
の
大
合
併
も
必
要
だ
と
思
い
ま

す
ね
。
合
併
は
、
目
先
の
こ
と
よ
り
も
中
長

期
的
に
ま
ち
の
発
展
を
考
え
る
べ
き
だ
と
考

え
ま
す
。

　
当
時
は
、
国
や
県
か
ら
の
要
請
が
強
く
、

合
併
に
向
け
て
、
半
年
間
の
間
に
100
回
程
度

各
村
長
が
集
ま
り
、
協
議
や
検
討
を
し
ま
し

た
。
や
は
り
合
併
後
の
建
設
計
画
が
一
番
の

話
題
で
し
た
ね
。
道
路
や
学
校
を
ど
う
す
る

か
、
ず
い
ぶ
ん
話
し
合
い
ま
し
た
。
今
と
同

じ
で
各
村
で
も
財
政
的
に
厳
し
か
っ
た
で
す

か
ら
ね
。

　
合
併
す
る
こ
と
に
対
し
、
当
時
は
、
住
民

か
ら
不
満
な
ど
は
聞
か
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

合
併
後
２
、
３
年
は
、
各
村
に
支
所
が
置
か

れ
ま
し
た
。

　
住
民
へ
の
説
明
を
よ
く
行
っ
て
、
理
解
を

得
る
こ
と
は
大
変
重
要
で
す
が
、
最
後
に
は

関
係
市
町
村
の
首
長
さ
ん
の
決
断
に
か
か
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
当
時
の
神
戸
村
の
財
政
状
況
や
地
区
の
発

展
を
考
え
る
と
当
時
の
決
断
は
正
し
か
っ
た

と
思
っ
て
い
ま
す
。

【
話
は
昭
和
29
年
５
月
に
館
山
市
に
編
入
合

併
し
た
、
旧
神
戸
村
長
の
飯
田
義
男
さ
ん
】

内
で
は
、
66
町
２
千
391
村
の
計
２

千
457
町
村
が
、
明
治
の
大
合
併
な

ど
を
受
け
、
明
治
22
年
３
月
31
日

に
は
43
町
315
村
の
計
358
町
村
に
な

り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
昭
和
28
年

に
町
村
合
併
促
進
法
が
公
布
さ
れ

た
い
わ
ゆ
る
「
昭
和
の
大
合
併
」

で
、
17
市
71
町
23
村
の
計
111
市
町

村
と
な
り
、
そ
の
後
い
く
つ
か
の

合
併
や
市
制
施
行
な
ど
を
経
て
、

現
在
の
33
市
42
町
５
村
の
80
市
町

村
と
な
り
ま
し
た
。

　
館
山
市
は
、
昭
和
14
年
に
県
下

▲旧神戸村長の
　　　飯田義男さん

▼昭和の大合併以前の市町村界
当
時
の
決
断
は
正
し
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す

　平成17年３月までの期限が決められて

いる合併特例法を受け、全国的にも２千を

超える市町村が協議会や研究会などの組織

に加わり、合併の検討を進めています。

　今回は、館山市をはじめ安房の合併の歴

史を紹介します。

　問合せ／合併推進室（殖22―3142）

３ だん暖たてやま

　　　　備         考

市制町村制施行

町村基準規模を300戸から

500戸に【明治の大合併】

町村合併促進法施行

人口8,000人を標準に町村

合併（1回目の昭和の大合併）

町村合併促進法失効

市合併特例法施行

市同士の合併促進

（２回目の昭和の大合併）

市町村合併促進特例法施行

期限は2005年３月まで

合併特例債創設など同法改正

住民発議制度の拡充など同法

改正

     年　 月

明治22年

　

昭和28年10月

昭和31年 ９月

昭和37年10月

昭和40年 ４月

平成11年 ４月

平成14年 ４月

市町村数

15,859

  9,868

  3,975

  3,453

  3,392

  3,229

  3,218

安房地域の合併 （昭和以降）

で
５
番
目
の
市
と
し
て
市
制
を
施

行
。
そ
の
後
、
昭
和
29
年
５
月
に

西
岬
、
神
戸
、
富
崎
、
豊
房
、
館

野
、
九
重
の
６
村
を
合
併
し
て
、

現
在
の
館
山
市
が
誕
生
し
ま
し

た
。
約
３
万
７
千
人
の
人
口
は
、

５
万
９
千
人
に
な
り
、
当
時
の
県

内
17
市
の
内
、
人
口
規
模
で
５
番

目
で
、
ま
ち
に
も
活
力
が
あ
り
ま

し
た
。

　
安
房
地
域
に
は
、
現
在
２
市
８

町
１
村
の
11
市
町
村
が
あ
り
、
人

口
は
、
14
万
６
千
740
人
（
平
成
12

年
国
勢
調
査
結
果
）
、
面
積
は
約

576
・
84
平
方
㎞
。
明
治
30
年
に
安

房
、
平
、
朝
夷
、
長
狭
の
四
郡
が

合
併
し
て
、
現
在
の
安
房
郡
が
で

き
ま
し
た
。

　
ち
な
み
に
現
在
、
関
東
で
一
番

広
い
市
は
、
横
浜
市
で
433
・
63
平

方
㎞
。
県
内
で
は
、
市
原
市
が

368
・
20
平
方
㎞
で
す
。

　
全
国
に
約
３
千
200
の
市
町
村
が

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
内
約
６
割
が

人
口
１
万
人
以
下
の
小
規
模
町

村
。
国
で
は
、
市
町
村
の
数
を
３

分
の
１
の
千
程
度
に
す
る
こ
と
を

め
ざ
し
て
い
ま
す
。

▼市町村数の変遷
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長
崎
の
被
爆
地
域
が
拡
大
し
ま

し
た
。
こ
の
被
爆
地
域
に
い
た
と

認
め
ら
れ
る
と
「
第
二
種
健
康
診

断
受
診
者
証
」
を
所
持
で
き
、
年

に
１
回
、
希
望
す
る
と
き
に
知
事

が
委
託
し
た
医
療
機
関
で
、
無
料

で
、
健
康
診
断
が
受
け
ら
れ
ま

す
。
昭
和
20
年
８
月
９
日
の
原
爆

投
下
時
に
、
爆
心
地
か
ら
12
キ
ロ

持
っ
て
ほ
し
い
」
と
、
先
月
11

日
、
豊
房
小
学
校
（
校
長
佐
野
正

之
、
児
童
数
88
人
）で
、
総
合
学

習
の
一
環
と
し
て
「
学
校
田
プ
ラ

　
各
種
ス
ポ
ー
ツ
行
事
の
開
催
や

市
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
手
伝
い
な

ど
を
行
う
体
育
指
導
委
員
が
決
ま

り
ま
し
た
。
体
育
指
導
委
員
は
、

地
域
で
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の

企
画
立
案
や
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
な

ど
の
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。
16
年

４
月
ま
で
活
動
し
ま
す
。

　
各
地
区
の
指
導
委
員
は
次
の
と

　
南
総
地
方
教
育
セ
ン
タ
ー
で
実

施
し
て
い
た
「
子
ど
も
相
談
室
」

と
保
健
所
で
実
施
し
て
い
た
「
す

こ
や
か
幼
児
相
談
」
が
統
合
し

て
、
今
年
度
か
ら
「
こ
ど
も
相
談

室
」
と
し
て
、
開
設
し
ま
し
た
。

養
護
、
心
身
障
害
、
非
行
、
性
格

行
動
、
不
登
校
な
ど
の
相
談
に
応

じ
ま
す
。

　
相
談
日
／
６
月
10
日
、
７
月
８

日
、
８
月
12
日
、
９
月
９
日
、
10

月
21
日
、
11
月
11
日
、
12
月
９

　
千
葉
県
信
用
保
証
協
会
は
、
中

小
企
業
の
経
営
者
が
、
金
融
機
関

か
ら
事
業
の
運
転
資
金
や
設
備
資

金
を
借
り
入
れ
る
際
に
、
公
的
な

お
り
で
す
。

ほ

ず

み

し

げ

き

　
体
育
指
導
委
員
／
八
朔
日
成
基

（
船
形
）、
戸
倉
清
（
船
形
）、
金

よ
し
ひ
ろ

丸
謙
一
（
那
古
）、
杉
田
悦
弘
（
那

古
）、
池
田
邦
子
（
北
条
）、
忍
足

千
代
子
（
北
条
）、
宮
本
敏
子
（
北

条
）、
吉
田
富
雄
（
北
条
）、
田
沢

清
子
（
館
山
）
、
松
坂
誠
一
（
館

日
、
１
月
20
日
、
２
月
10
日
、
３

月
10
日
（
毎
回
月
曜
日
）

　
会
場
／
安
房
保
健
所

　
対
応
／
児
童
相
談
員
、
児
童
福

祉
司
、
心
理
判
定
員

　
問
合
せ
・
申
込
み
／
君
津
児
童

相
談
所
（
殖
０
４
３
９
―
55
―
３

１
０
０
）

立
場
で
保
証
す
る
公
共
的
法
人
で

す
。
　
利
用
で
き
る
企
業
／
県
内
で
同

一
事
業
を
１
年
以
上
営
ん
で
い
る

中
小
企
業
の
経
営
者
。

　
信
用
保
証
付
き
で
受
け
ら
れ
る

山
）、
干
場
由
美
子
（
館
山
）、
吉

田
ふ
み
子
（
館
山
）、
畔
上
悟
（
館

む
つ
み

よ
し

山
）、
廣
瀬
睦
（
富
崎
）、
渡
辺
喜

の
り

こ
う

た

ろ
う

功
（
館
山
）
、
飯
沼
宏
太
郎
（
会

長
・
西
岬
）
、
伊
介
正
寿
（
神

戸
）、
鈴
木
正
一
（
豊
房
）、
加
藤

は

つ

ひ

貴
美
代
（
館
野
）
、
佐
久
間
初
日

（
館
野
）、
原
田
満
（
館
野
）、
石

井
典
子
（
九
重
）

　
問
合
せ
／
ス
ポ
ー
ツ
課
（
殖
22

―
３
６
９
６
）

融
資
限
度
額
／
一
般
保
証
の
融
資

２
億
８
千
万
円
（
内
８
千
万
円
は

無
担
保
扱
い
の
保
証
）
、
特
別
小

口
保
証
に
よ
る
融
資
（
無
担
保
・

無
保
証
人
）
千
250
万
円

　
信
用
保
証
料
の
自
己
負
担
／
１

件
当
た
り
50
万
円
以
下
で
年
０･

55
％
。
１
件
当
た
り
100
万
円
以
下

　
最
近
、
全
国
的
に
来
日
外
国
人

に
よ
る
犯
罪
が
増
加
し
て
い
ま

す
。
特
に
不
法
滞
在
者
に
よ
る
犯

罪
は
、
来
日
外
国
人
犯
罪
の
半
数

近
く
を
占
め
て
い
る
ほ
か
、
不
法

滞
在
者
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
強
盗
な

ど
の
凶
悪
事
件
や
窃
盗
犯
罪
が
高

い
割
合
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
一
時
、
減
少
傾
向
に

あ
っ
た
集
団
密
航
事
件
も
、
昨
年

は
、
一
昨
年
に
比
べ
て
大
幅
に
増

加
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
密
航

者
は
、
観
光
目
的
で
入
国
し
、
不

法
に
滞
在
し
て
い
る
外
国
人
は
、

違
法
な
状
態
で
、
国
内
で
就
労
し

て
い
ま
す
。

　
館
山
警
察
署
で
は
、
「
外
国
人

を
雇
用
す
る
場
合
、
雇
用
主
は
、

必
ず
パ
ス
ポ
ー
ト
や
外
国
人
登
録

証
明
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
在
留

資
格
や
在
留
期
間
を
確
認
し
て
ほ

し
い
。
ま
た
不
法
入
国
や
不
法
就

労
の
あ
っ
せ
ん
を
す
る
ブ
ロ
ー

カ
ー
な
ど
に
関
す
る
情
報
な
ど
を

最
寄
の
交
番
や
駐
在
所
、
警
察
署

に
寄
せ
て
ほ
し
い
」
と
呼
び
か
け

て
い
ま
す
。

　
問
合
せ
／
館
山
警
察
署
（
殖
23

―
０
１
１
０
）

外
国
人
の
不
法
入
国

不
法
就
労

を
防
止
し
て

　
先
月
12
日
、
市
教
育
委
員
会
と

市
青
少
年
相
談
員
連
絡
協
議
会

（
会
長
田
中
武
明
、
相
談
員
103

人
）
主
催
で
第
28
回
館
山
市
親
子

写
生
大
会
が
南
房
パ
ラ
ダ
イ
ス
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
事
前
申
込
み
に
加
え
、
当
日
参

加
も
含
め
、
503
人
が
参
加
。
297
作

品
が
出
展
さ
れ
ま
し
た
。

　
朝
か
ら
詰
め
か
け
た
親
子
は
、

描
き
た
い
場
所
を
探
し
、
画
用
紙

に
向
っ
て
い
ま
し
た
。

　
親
子
で
お
弁
当
を
広
げ
な
が
ら

ピ
ク
ニ
ッ
ク
気
分
で
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。

　
入
賞
し
た
42
作
品
は
、
７
月
に

市
図
書
館
、
９
月
に
は
南
房
パ
ラ

　
　  

ダ
イ
ス
で
展
示
さ
れ
ま
す
。

　
　
南
房
パ
ラ
ダ
イ
ス
賞
と
優
秀

　
　
賞
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
（
敬
称
略
）

り
ゅ
う

　
南
房
パ
ラ
ダ
イ
ス
賞
／
石
川
隆

た

あ

つ

こ

太
（
北
条
小
５
年
）
、
岩
城
淳
子

（
一
般
）

　
優
秀
賞
／
杉
本
昇
太
（
北
条

さ

え

幼
）、
岩
元
沙
恵
（
富
崎
幼
）、
柴
田

ゆ

き

優
希
（
館
野
小
１
年
）、
臼
井
杏
理

（
北
条
小
１
）、
堀
江
健
太
郎
（
館

野
小
２
年
）、
田
中
春
奈
（
九
重
小

２
年
）、
臼
井
里
佳
子
（
北
条
小
３

ゆ

う

き

年
）、
林
優
希
（
館
山
小
３
年
）、
山

り

ほ

ま
さ

口
莉
穂
（
北
条
小
４
年
）、
大
山
将

た
か空
（
船
形
小
４
年
）、
山
木
あ
す
か

（
船
形
小
５
年
）、
山
本
祐
子
（
九

お
さ
む

重
小
５
年
）、
小
島
脩
（
館
山
小
６

年
）
、
大
溝
理
恵
（
北
条
小
６

ま

さ

よ

年
）、
三
幣
真
代
（
一
般
）、
山
田

小
百
合
（
一
般
）

「
手
植
え
の
実
体
験
を
通
し
て
、

ど
う
し
て
機
械
を
導
入
す
る
の

か
、
農
薬
を
使
う
の
か
な
ど
を
身

を
も
っ
て
感
じ
て
ほ
し
い
。
農
業

は
地
域
の
大
き
な
産
業
、
こ
の
体

験
か
ら
自
分
な
り
の
考
え
方
を

「
人
権
の
花
運
動
」
の
一
環
と
し

て
豊
房
小
学
校
の
花
壇
に
植
栽
し

た
シ
ャ
ク
ヤ
ク
が
花
開
き
、
先
月

14
日
、
シ
ャ
ク
ヤ
ク
を
贈
っ
た
千

葉
地
方
法
務
局
と
千
葉
県
人
権
擁

護
委
員
連
合
会
が
、
児
童
代
表
に

感
謝
状
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　
こ
の
「
人
権
の
花
運
動
」
は
昭

和
57
年
か
ら
全
国
的
に
展
開
し
て

い
る
も
の
で
、
県
で
は
、
平
成
８

年
か
ら
各
地
の
小
学
校
に
花
の
苗

を
贈
っ
て
い
ま
す
。
豊
房
小
に
は

昨
年
10
月
に
50
株
が
贈
ら
れ
、
校

舎
前
の
花
壇
に
植
え
、
児
童
た
ち

が
手
入
れ
を
続
け
、
赤
や
白
、
ピ

ン
ク
の
大
輪
を
つ
け
ま
し
た
。

　
千
葉
地
方
法
務
局
館
山
支
局
の

戸
波
源
吾
支
局
長
補
佐
は
「
花
を

育
て
る
こ
と
で
、
思
い
や
り
の
心

も
育
め
ま
す
。
シ
ャ
ク
ヤ
ク
は
株

分
け
で
き
る
の
で
、
思
い
や
り
の

心
も
広
が
っ
て
欲
し
い
で
す
ね
」

お

ち

と
話
す
と
、
児
童
代
表
の
越
智
翔

太
郎
（
６
年
）
君
は
「
こ
れ
か
ら

４５ だん暖たてやま 平成14年６月１日

場の民 広せ知お ら 市

も
こ
の
花
を
大
切
に
育
て
て
い
き

ま
す
」
と
、
元
気
に
応
え
て
い
ま

し
た
。

で
年
０
・
80
％
。
１
件
当
た
り
100

万
円
以
上
で
年
１
・
00
％

　
窓
口
／
金
融
機
関
（
融
資
担
当

窓
口
）
、
商
工
会
議
所
、
商
工

会
、
中
小
企
業
団
体
中
央
会
、
安

房
支
庁
商
工
労
政
課
、
市
商
工
課

　
問
合
せ
／
千
葉
県
信
用
保
証
協

会
（
殖
043
―
247
―
０
７
１
１
）

メ
ー
ト
ル
に
い
た
人
ま
た
は
、
そ

の
人
の
胎
児
（
昭
和
21
年
６
月
３

日
ま
で
に
出
生
）
だ
っ
た
人
は
、

事
実
を
証
明
で
き
る
書
類
を
添
え

て
、
交
付
申
請
で
き
ま
す
。

　
問
合
せ
／
千
葉
県
社
会
福
祉
課

援
護
恩
給
班
（
殖
043
―
223
―
２
３

４
９
）

該
当
者
に
無
料
健
康
診
断

長
崎
の
被
爆

地
域
を
拡
大

「
こ
ど
も
相
談
室
」
開
設

▲泥んこになっての田植え

▲友達の絵と比べながら…

ン
田
植
」
え
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
校
舎
裏
側
に
あ
る
約
８
ａ
の
学

校
田
で
、
３
～
６
年
生
63
人
が
学

年
を
越
え
、
８
チ
ー
ム
で
、
作
業

に
あ
た
り
ま
し
た
。
裸
足
の
児
童

た
ち
は
、
一
直
線
に
ひ
か
れ
た
縄

に
沿
っ
て
、
田
植
え
名
人
の
鈴
木

典
夫
さ
ん
か
ら
指
導
を
受
け
な
が

ら
、
て
い
ね
い
に
苗
を
植
え
て
い

き
ま
し
た
。

　
植
え
た
苗
は
も
ち
米
で
、
例
年

５
俵
以
上
収
穫
で
き
る
こ
と
か

ら
、
12
月
の
収
穫
祭
で
、
も
ち
な

ど
を
作
る
ほ
か
、
卒
業
式
や
入
学

式
に
来
賓
用
の
赤
飯
に
も
活
用
さ

れ
ま
す
。

　
同
校
で
は
、
以
前
か
ら
こ
の
学

校
田
を
利
用
し
て
、
田
植
え
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。
地
域
の
産
業

を
身
を
持
っ
て
体
験
で
き
る
ほ
か

「
イ
ネ
の
発
芽
と
生
長
」
「
米
作

り
の
工
夫
と
課
題
」
と
い
っ
た
理

科
や
社
会
の
観
点
か
ら
も
実
体
験

を
通
し
て
、
学
習
で
き
る
こ
と
か

ら
、
総
合
学
習
の
柱
と
し
て
、
こ

の
活
動
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
　
３
年
生
の
山
田
真
也
く
ん
は

「
面
白
か
っ
た
。
６
年
生
が
教
え

て
く
れ
た
か
ら
ち
ゃ
ん
と
で
き
た

よ
。
家
に
も
田
ん
ぼ
は
あ
る
け

ど
、
や
っ
て
み
た
の
は
今
日
は
じ

め
て
」
と
泥
ん
こ
に
な
り
な
が
ら

話
し
て
い
ま
し
た
。

▲ぼくらがシャクヤクを育てました

お
母
さ
ん
描
け
た
よ
！

　　　　

親
子
写
生
大
会

田
植
え
を
通
し
て 

自
分
の
考
え
を
も
っ
て
ほ
し
い

田
植
え
を
通
し
て 

自
分
の
考
え
を
も
っ
て
ほ
し
い

思
い
や
り
の
心
を
広
げ
て
！

思
い
や
り
の
心
を
広
げ
て
！

体
育
指
導
委
員
決
ま
る資

金
の
融
資
に
、保
証
付
融
資



ゴ
ル
フ
フ
ェ
ス
タ
　

　
　
　 

Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｂ
Ａ 

２
０
０
２

　
開
催
期
間
／
８
月
16
日
（
金
）

～
９
月
８
日
（
日
）

　
開
催
場
所
／
県
内
148
ケ
所
の
ゴ

ル
フ
場 ゴ
ル
フ
フ
ェ
ス
タ
　

　
　
　 

Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｂ
Ａ 

２
０
０
２

　
参
加
回
数
／
期
間
中
に
１
人
２

回
ま
で

　
参
加
資
格
／
県
内
在
住
者
・
勤

務
者
と
そ
の
同
伴
者

　
料
金
／
フ
ェ
ス
タ
特
別
料
金

（
グ
リ
ー
ン
フ
ィ
ー
は
、
各
ゴ
ル

フ
場
の
ビ
ジ
タ
ー
料
金
の
半
額
以

下
）
　
申
込
み
／
４
人
ま
た
は
３
人
１

組
で
所
定
の
参
加
申
込
書
、
ま
た

は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
。
申
込
書

は
、
ゴ
ル
フ
場
、
主
要
ゴ
ル
フ
練

　
日
時
／
６
月
23
日
（
日
）
午
前

10
時
か
ら
午
後
３
時

　
場
所
／
城
山
公
園
雁
月
庵

　
料
金
／
お
菓
子
と
お
茶
で
１

服
300
円

　
問
合
せ
／
生
涯
学
習
課
（
殖

22
―
３
６
９
８
）

習
場
、
安
房
支
庁
県
民
セ
ン

タ
ー
、
市
商
工
課
に
あ
り
ま
す
。

　
締
切
／
６
月
30
日
（
日
）
【
当

日
消
印
有
効
】

　
問
合
せ
／
千
葉
県
ゴ
ル
フ
協
会

（
殖
043

―
201

―
１
２
４
０
）
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　h

ttp
://w
w
w
.

c
h
ib
a
k
e
n
-g
o
lf.c
o
m

　
今
月
か
ら
毎
週
木
曜
日
に
市
民

課
受
付
窓
口
を
午
後
７
時
ま
で
、

延
長
し
ま
す
。
取
扱
業
務
は
、
次

の
証
明
書
な
ど
で
す
。

　
取
扱
業
務
／
①
戸
籍
謄
本
・
抄

本
（
除
籍
、
改
製
原
戸
籍
も
）
の

写
し
の
交
付
、
戸
籍
関
係
の
証
明

書
、
②
住
民
票
・
除
か
れ
た
住
民

票
の
写
し
の
交
付
、
住
民
登
録
関

係
の
証
明
書
、
③
印
鑑
証
明
書
、

④
125
ｃ
ｃ
以
下
の
オ
ー
ト
バ
イ
の

　
昨
年
４
月
か
ら
法
律
の
一
部
改

正
で
、
次
の
５
項
目
を
除
き
、
原

則
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
①
国
や

市
町
村
な
ど
施
設
の
管
理
を
行
う

た
め
に
必
要
な
焼
却
。
②
震
災
、

風
水
害
、
火
災
、
凍
霜
害
、
そ
の

他
の
災
害
の
予
防
、
応
急
対
策
、

ナ
ン
バ
ー
の
交
付
と
廃
車
証
明
書

　
ま
た
、
木
曜
日
が
祝
日
の
場
合

は
、
延
長
窓
口
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
問
合
せ
／
市
民
課
（
殖
22
―
３

４
１
４
）

復
旧
の
た
め
に
必
要
な
焼
却
。
③

風
俗
習
慣
上
や
宗
教
上
の
行
事
を

行
う
た
め
に
必
要
な
焼
却
。
④
農

　
市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
市

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
の
立
候
補

予
定
者
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

　
立
候
補
の
届
出
に
必
要
な
書
類

な
ど
を
事
前
に
渡
し
て
、
内
容
の

説
明
を
行
う
も
の
で
す
。

　
日
時
／
６
月
18
日
（
火
）
午
後

１
時
30
分

　
会
場
／
市
役
所
本
館
２
階
会
議
室

　
問
合
せ
／
市
選
挙
管
理
委
員
会

（
殖
22
―
３
５
２
３
）

６平成14年６月１日

せ知お ら集募

　
千
葉
県
で
は
、
自
動
車
が
走
っ

て
い
な
い
と
き
に
エ
ン
ジ
ン
を
か

け
た
ま
ま
に
す
る
こ
と
（
ア
イ
ド

リ
ン
グ
）
を
で
き
る
だ
け
や
め
よ

う
と
「
ア
イ
ド
リ
ン
グ
・
ス
ト
ッ

プ
推
進
運
動
」
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
特
に
６
月
を
推
進
運
動
強
調
月

間
と
し
て
い
ま
す
。

　
大
気
中
に
排
出
さ
れ
る
二
酸
化

窒
素
の
環
境
濃
度
へ
の
影
響
割
合

　
開
設
期
間
／
６
月
30
日
（
日
）

～
９
月
１
日
（
日
）【
休
み
な
し
】

　
時
間
／
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
料
金
／
高
校
生
・
一
般
120
円
、

中
学
生
70
円
、
小
学
生
50
円

　
問
合
せ
／
ス
ポ
ー
ツ
課
（
殖
22

―
３
６
９
６
）

業
、
林
業
、
漁
業
を
営
む
た
め
に

や
む
を
得
な
い
焼
却
。
⑤
た
き
火

や
日
常
生
活
の
う
え
で
、
通
常
行

わ
れ
る
焼
却
で
軽
微
な
も
の
。

　
市
で
は
、
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
を
含

む
家
庭
の
ご
み
な
ど
は
、
焼
却
し

な
い
で
、
指
定
さ
れ
た
ご
み
の
日

に
分
別
し
て
、
収
集
場
所
に
出
す

よ
う
に
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　
問
合
せ
／
環
境
保
全
課
（
殖
22

―
３
３
５
２
）

は
、
自
動
車
に
よ
る
も
の
が
56
％

と
最
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
暖
機
運
転
や
荷
物
の

積
み
下
ろ
し
、
急
速
、
人
待
ち
の

際
な
ど
の
ア
イ
ド
リ
ン
グ
・
ス

ト
ッ
プ
を
呼
び
か

け
て
い
ま
す
。

　
問
合
せ
／
環
境

保
全
課
（
殖
22
―

３
３
５
２
）

　
農
業
者
年
金
の
現
況
届
は
、
今

月
中
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
各
農
協
支
店
に
出
向
い
て
、
取

り
ま
と
め
を
行
い
ま
す
。
日
程
は

５
月
15
日
広
報
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
こ
の
日
程
の
中
で
、
６

月
21
日
の
曜
日
が
金
曜
日
の
間
違
い

で
し
た
。
お
詫
び
し
訂
正
し
ま
す
。

　
問
合
せ
／
農
業
委
員
会
（
殖
22

―
３
５
３
９
）

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
の

　
立
候
補
予
定
者
説
明
会

エ
ン
ジ
ン
は
こ
ま
め
に
切
っ
て
！

廃
棄
物
の
野
外
焼
却
は
原
則
禁
止
！

木
曜
日
は
夜
７
時
ま
で
　
市
民
課
窓
口

月
　
釜

宮
城
プ
ー
ル
オ
ー
プ
ン

　
演
奏
日
時
／
12

月
８
日

（
日
）
午
後
２
時
開
演

　
演
奏
会
場
／
南
総
文
化
ホ
ー
ル

　
管
弦
楽
／
ニ
ュ
ー
フ
ィ
ル

ハ
ー
モ
ニ
ー
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
千
葉

　
曲
目
／
交
響
曲
第
９
番
二
短

調
「
合
唱
付
き
」
作
品
125

（
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
）

　
応
募
資
格
／
年
齢
、
経
験
、

音
楽
歴
な
ど
は
問
い
ま
せ
ん
。

　
結
団
式
／
７
月
20
日
（
祝
・

土
）
午
後
１
時
30
分
～
南
総
文

化
ホ
ー
ル

　
練
習
場
所
／
南
総
文
化
ホ
ー
ル

　
練
習
日
／
７
月
20
日
か
ら
12

月
７
日
ま
で
の
土
曜
日
、
日
曜

日（
約
20
回
）

　
参
加
費
／
一
般
３
千
円
、
学

生
２
千
円
（
楽
譜
代
は
別
途
。

本
番
当
日
の
食
事
代
含
む
。）

　
応
募
方
法
／
①
教
育
委
員

会
、
公
民
館
の
窓
口
と
南
総
文

化
ホ
ー
ル
受
付
に
あ
る
参
加
申

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、

南
総
文
化
ホ
ー
ル
あ
て
に
郵
送
す

る
か
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

②
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
性
別
、
電
話
番
号
、
歌
わ
れ
る

パ
ー
ト
（
不
明
の
場
合
は
無
記
入
）

を
記
入
し
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

　
募
集
期
間
／
６
月
30
日
ま
で

　
問
合
せ
・
申
込
先
／
〒
294
―
０

０
４
５
　
館
山
市
北
条
740
―
１
　

千
葉
県
南
総
文
化
ホ
ー
ル
「
南
房

総
第
九
合
唱
団
」
係
（
殖
22
―
１

８
１
１
）

南
房
総
の
第
九 

　  

合
唱
団

　
市
立
幼
稚
園
で
は
、
幼
稚
園
の

雰
囲
気
を
肌
で
感
じ
て
も
ら
お
う

と
入
園
前
（
３
歳
児
）
の
子
ど
も

や
保
護
者
を
対
象
に
「
ち
び
っ
子

　
市
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し

ま
す
。
入
居
を
希
望
す
る
人
は
、

申
し
込
み
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

市
営
住
宅
の
入
居

　
普
段
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
ホ
ー

ル
の
舞
台
裏
を
案
内
し
ま
す
。
舞
台

仕
込
み
体
験
に
参
加
し
た
人
は
、

９
月
16
日
（
日
）
の
「
ふ
る
さ
と
ち

ば
文
化
の
集
い
」
の
舞
台
ス
タ
ッ

フ
と
し
て
も
活
躍
で
き
ま
す
。

　
日
時
／
６
月
15
日
（
土
）
午
前

９
時
か
ら

＊家賃、敷金は、平成1 4 年度分の入居者の最高金額と最
低金額です。実際の家賃は、入居者ごとの世帯の収入によ
り決定します。次年度以降の家賃も、前年中の所得に基づ
いて入居者ごとに算定します。

幼稚園
船 形

那 古

北 条
館 山

西 岬

神 戸
富 崎

豊 房

館 野
九 重

電　話
27―4105

27―4502

22―0700
22―0632

29―0044

28―2431
28―1230

23―5841

23―1287
22―9210

９月
22日

28日
12日

21日

22日
22日

18日

22日
22日

10月
  4日

  8日

21日
12日

18日

23日
  8日

16日

30日

11月
  1日

  6日

  8日
12日

  7日

13日
  8日

13日

12月
  2日

13日

13日
12日

  6日

  4日
18日

  5日
19日

1月

14日

30日

22日

24日

2月
21日

  3日

  3日
12日

21日

25日
20日

  5日

3・21日
25日

▼ちびっ子デー開催日程

7月
  3日

  2日

  5日
12日

  2日

  3日

  5日
11日

6月

16日

12日

19日
26日

19日

27日

デ
ー
」
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
子
育
て
や
幼
稚
園
に
関
す
る
質

問
や
相
談
も
応
じ
て
い
ま
す
。

　
各
幼
稚
園
の
開
催
日
は
表
の
と

お
り
で
す
が
、
く
わ
し
く
は
、
お

近
く
の
幼
稚
園
に
お
問
い
合
せ
く

だ
さ
い
。

▼今回の募集

入
し
て
、
６
月
28
日（
金
）ま
で
に

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
入
居
資
格
／
市
内
に
住
所
ま
た

は
勤
務
地
が
あ
り
、
住
宅
に
困
っ

て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
な
人
。
た

だ
し
、
収
入
基
準
に
よ
る
制
限
が

あ
り
ま
す
。

　
選
考
方
法
／
市
営
住
宅
入
居
選

考
委
員
会
が
行
い
ま
す
。

　
入
居
時
期
／
８
月
上
旬
の
予
定

で
す
。

　
問
合
せ
／
建
設
課
管
理
係
（
殖

22
―
３
６
３
１
）

　
場
所
／
南
総
文
化
ホ
ー
ル

　
コ
ー
ス
／
①
ホ
ー
ル
施
設
見
学
、

②
舞
台
仕
込
み
体
験
、
①
ま
た
は

②
の
後
、
高
校
演
劇
部
の
鑑
賞

　
参
加
費
／
無
料

　
申
込
方
法
／
①
ま
た
は
②
の
コ
ー

ス
を
選
ん
で
、
６
月
９
日
（
日
）
ま

で
に
電
話
で

　
問
合
せ
・
申
込
み
／
南
総
文
化

ホ
ー
ル
（
殖
22
―
１
８
１
１
）

敷　　金家　　賃間取り構　造場　　所戸数住宅名

  2,300円

～  5,100円

  6,900円

～  15,300円
笠　名 １ 木造平屋

館山海上技術

学校付近
２Ｋ

  8,100円

～17,900円

24,300円

～  53,700円
萱　野 １

中層耐火

４階建
国分地内 ２ＤＫ

▲萱野市営住宅

７ だん暖たてやま

幼稚園って
どんなとこ？

2002

バ
ッ
ク
ス
テ
ー
ジ
ツ
ア
ー

び

ー
デ

子
っ

ち


